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(57)【要約】
【課題】解体作業員に対する解体作業内容の指示と、解
体作業計画に対する解体作業の進捗度の把握を容易にす
る。
【解決手段】解体管理情報処理装置１において、解体作
業を計画的に安全に実行するための解体作業計画データ
を解体対象設備の解体３次元ＣＡＤデータと解体作業工
程表データを組み合わせた形態で作成し、この解体作業
計画データを解体作業員が携帯する携帯端末２に表示さ
せて解体作業内容を指示することにより解体作業を安全
に実行させ、解体作業終了後の解体現場撮影画像データ
を携帯端末から受信して解体作業計画データと対比解析
することにより、解体作業の進捗度を算出して表示する
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　解体管理情報処理装置と解体作業者が携帯する携帯端末及び電子カメラを備え、前記解
体管理情報処理装置で作成した解体作業計画データを前記携帯端末に送信して該携帯端末
に解体作業当日の解体作業計画を画像表示させ、解体作業後に前記電子カメラで撮影した
解体現場撮影画像データを前記携帯端末を介して前記解体管理情報処理装置に送信する設
備解体作業管理支援システムにおいて、
　前記解体管理情報処理装置は、解体対象設備の３次元ＣＡＤデータに解体作業図示デー
タを追加して解体３次元ＣＡＤデータを作成し、この解体３次元ＣＡＤデータと解体作業
工程表データと組み合わせた形態で解体作業計画データを作成して保持する情報処理機能
と、前記解体作業計画データを前記携帯端末に送信する情報処理機能と、携帯端末から解
体現場を撮影した解体現場撮影画像データを受信する情報処理機能と、解体現場撮影画像
データから解体３次元実体データを作成し、解体３次元ＣＡＤデータから解体３次元実体
データを差し引くことにより解体済み部分を算出する情報処理機能と、任意の解体作業終
了時までの解体作業進捗度を算出して表示する情報処理機能を備え、
　前記携帯端末は、前記解体管理情報処理装置から解体作業計画データを受信して保持し
、解体作業当日の解体作業計画データを解体３次元立体画像として表示する情報処理機能
と、前記電子カメラから解体現場撮影画像データを受信して前記解体３次元立体画像と重
畳させて表示する情報処理機能と、前記電子カメラから受信した解体現場撮影画像データ
を前記解体管理情報処理装置に送信する情報処理機能を備えたことを特徴とする設備解体
作業管理支援システム。
【請求項２】
　請求項１において、前記解体管理情報処理装置において作成する解体作業計画データは
、解体３次元ＣＡＤデータとして、解体部分を識別可能に画像表示する情報と、解体作業
工程表データとして解体部分の重量及び／又は体積及び／又は作業工数の情報とを含み、
　解体作業進捗度を算出する情報処理機能は、解体対象設備における解体部分の重量及び
／又は体積及び／又は作業工数に対する解体済み部分の重量及び／又は体積及び／又は作
業工数の比率を計算することを特徴とする設備解体作業管理支援システム。
【請求項３】
　請求項１において、前記解体管理情報処理装置において作成する解体作業計画データは
、解体３次元ＣＡＤデータとして、解体部分を識別可能に画像表示する情報と、解体作業
工程表データとして解体部分の重量及び／又は体積及び／又は作業工数の情報とを含み、
　解体作業進捗度を算出する情報処理機能は、解体対象機器における解体部分の重量及び
／又は体積及び／又は作業工数に対する解体済み部分の重量及び／又は体積及び／又は作
業工数の比率を計算することを特徴とする設備解体作業管理支援システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、設備解体作業管理支援システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　原子力設備における放射線管理区域内行われる機器の解体作業は、被曝軽減を図って安
全確実に実行することが必要である。また、解体対象機器の周辺には、換気設備や放射線
モニター等のように解体作業工程の比較的後半まで維持・運転する必要がある設備も設置
されていることから、解体作業は、解体作業計画に従って解体対象機器を確実に取捨選択
して解体することが必要である。
【０００３】
　従って、設備解体作業管理者は、解体作業を計画的に安全に実行するための解体作業計
画を作成し、作業員に対して解体作業計画に従った作業内容を指示し、解体作業の進捗状
況を常に把握して管理することが必要である。
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【０００４】
【特許文献１】特開２００１－１４１８８７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、解体作業を計画的に安全に実行するために作成した解体作業計画を使
用して解体作業員に解体作業内容を指示し、この解体作業計画に基づいて解体作業を安全
に実行させ、解体作業の進捗状況を把握して管理するのに好適な設備解体作業管理支援シ
ステムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、予め、各解体作業日における、解体対象機器、解体部分、解体対象機器の放
射線汚染の有無と程度、解体作業現場周辺の放射線の有無と程度、解体作業手順、作業工
数、解体作業上の注意事項等に関する情報を明確にした解体作業計画データを作成して記
憶部に記憶させて保持し、
　作業日毎に、解体作業開始前及び解体作業時に、解体作業当日の解体対象機器、解体部
分、解体対象機器の放射線汚染の有無と程度、解体作業現場周辺の放射線の有無と程度、
解体作業手順、作業工数、解体作業上の注意事項等に関する情報を表示して解体作業者に
提供し、解体作業終了後に、解体対象機器がどこまで解体されたかを示す解体現場撮影画
像データを取得し、解体作業計画データと比較して解体作業進捗度を算出して提供（表示
）することにより解体作業進捗状態把握を支援するものである。
【０００７】
　具体的には、
　解体管理情報処理装置と解体作業者が携帯する携帯端末及び電子カメラを備え、前記解
体管理情報処理装置で作成した解体作業計画データを前記携帯端末に送信して該携帯端末
に解体作業当日の解体作業計画を画像表示させ、解体作業後に前記電子カメラで撮影した
解体現場撮影画像データを前記携帯端末を介して前記解体管理情報処理装置に送信する設
備解体作業管理支援システムにおいて、
　前記解体管理情報処理装置は、解体対象設備の３次元ＣＡＤデータに解体作業図示デー
タを追加して解体３次元ＣＡＤデータを作成し、この解体３次元ＣＡＤデータと解体作業
工程表データと組み合わせた形態で解体作業計画データを作成して保持する情報処理機能
と、前記解体作業計画データを前記携帯端末に送信する情報処理機能と、携帯端末から解
体現場を撮影した解体現場撮影画像データを受信する情報処理機能と、解体現場撮影画像
データから解体３次元実体データを作成し、解体３次元ＣＡＤデータから解体３次元実体
データを差し引くことにより解体済み部分を算出する情報処理機能と、任意の解体作業終
了時までの解体作業進捗度を算出して表示する情報処理機能を備え、
　前記携帯端末は、前記解体管理情報処理装置から解体作業計画データを受信して保持し
、解体作業当日の解体作業計画データを解体３次元立体画像として表示する情報処理機能
と、前記電子カメラから解体現場撮影画像データを受信して前記解体３次元立体画像と重
畳させて表示する情報処理機能と、前記電子カメラから受信した解体現場撮影画像データ
を前記解体管理情報処理装置に送信する情報処理機能を備えたことを特徴とする。
【０００８】
　そして、前記解体管理情報処理装置において作成する解体作業計画データは、解体３次
元ＣＡＤデータとして、解体部分を識別可能に画像表示する情報と、解体作業工程表デー
タとして解体部分の重量及び／又は体積及び／又は作業工数の情報とを含み、解体作業進
捗度を算出する情報処理機能は、解体対象設備における解体部分の重量及び／又は体積及
び／又は作業工数に対する解体済み部分の重量及び／又は体積及び／又は作業工数の比率
を計算し、または、解体対象機器における解体部分の重量及び／又は体積及び／又は作業
工数に対する解体済み部分の重量及び／又は体積及び／又は作業工数の比率を計算する。
【発明の効果】



(4) JP 2009-210403 A 2009.9.17

10

20

30

40

50

【０００９】
　本発明によれば、解体作業日毎に、解体作業開始前及び解体作業時に、解体作業当日の
解体対象機器、解体部分、解体対象機器の放射線汚染の有無と程度、解体作業現場周辺の
放射線の有無と程度、解体作業手順、解体作業上の注意事項等に関する情報を解体作業者
に提供（指示）することにより、解体作業を計画的に安全に実行させることができ、解体
作業終了後は、解体現場撮影画像データを取得して解体作業計画データと比較して解体作
業進捗度を算出して提供（表示）することにより、該解体作業当日までの解体作業進捗状
態を把握することが容易になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明は、解体管理情報処理装置と解体作業者が携帯する携帯端末及び電子カメラを備
え、前記解体管理情報処理装置で作成した解体作業計画データを前記携帯端末に送信して
該携帯端末に解体作業当日の解体作業計画を画像表示させ、解体作業後に前記電子カメラ
で撮影した解体現場撮影画像データを前記携帯端末を介して前記解体管理情報処理装置に
送信する設備解体作業管理支援システムにおいて、
　前記解体管理情報処理装置は、解体対象設備の３次元ＣＡＤデータに解体作業図示デー
タを追加して解体３次元ＣＡＤデータを作成し、この解体３次元ＣＡＤデータと解体作業
工程表データと組み合わせた形態で解体作業計画データを作成して保持する情報処理機能
と、前記解体作業計画データを前記携帯端末に送信する情報処理機能と、携帯端末から解
体現場を撮影した解体現場撮影画像データを受信する情報処理機能と、解体現場撮影画像
データから解体３次元実体データを作成し、解体３次元ＣＡＤデータから解体３次元実体
データを差し引くことにより解体済み部分を算出する情報処理機能と、任意の解体作業終
了時までの解体作業進捗度を算出して表示する情報処理機能を備え、
　前記携帯端末は、前記解体管理情報処理装置から解体作業計画データを受信して保持し
、解体作業当日の解体作業計画データを解体３次元立体画像として表示する情報処理機能
と、前記電子カメラから解体現場撮影画像データを受信して前記解体３次元立体画像と重
畳させて表示する情報処理機能と、前記電子カメラから受信した解体現場撮影画像データ
を前記解体管理情報処理装置に送信する情報処理機能を備え、
　前記解体管理情報処理装置において作成する解体作業計画データは、解体３次元ＣＡＤ
データとして、解体部分を識別可能に画像表示する情報と、解体作業工程表データとして
解体部分の重量及び／又は体積及び／又は作業工数の情報とを含み、
　解体作業進捗度を算出する情報処理機能は、解体対象設備における解体部分の重量及び
／又は体積及び／又は作業工数に対する解体済み部分の重量及び／又は体積及び／又は作
業工数の比率を計算し、または、解体対象機器における解体部分の重量及び／又は体積及
び／又は作業工数に対する解体済み部分の重量及び／又は体積及び／又は作業工数の比率
を計算するように構成する。
【実施例１】
【００１１】
　図１は、設備解体作業管理支援システムの機能ブロック図であり、１は解体管理部署に
設置される解体管理情報処理装置、２は解体作業者（または解体作業現場責任者）が携帯
する携帯端末、３は解体作業者が前記携帯端末２と対にして携帯する動画撮影機能を備え
た電子カメラである。
【００１２】
　前記解体管理情報処理装置１は、ディスクトップ型パーソナルコンピュータなどにより
構成するものであり、演算処理部１１，入力部１２，表示部１３，記憶部１４，通信処理
部１５などを備える。
【００１３】
　前記演算処理部１１は、入力部１２から入力される情報に従って、解体作業設備の３次
元ＣＡＤデータを作成または他の情報処理装置から取得して前記記憶部１４に記憶させて
保持し、解体作業計画データを解体対象設備の３次元ＣＡＤデータに解体作業図示データ
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を追加して作成した解体３次元ＣＡＤデータと解体作業工程表データとを組み合わせた形
態で作成して前記記憶部１４に記憶させて保持し、解体作業日（当日分，複数日分または
全工程分）の解体作業計画データを前記通信処理部１５を介して前記携帯端末２に送信し
、前記通信処理部１５を介して前記携帯端末２から解体作業当日の解体作業終了後に解体
作業後の解体作業現場（解体作業部分）の解体現場撮影画像データを受信し、受信した解
体現場撮影画像データを解析処理することにより解体済み部分の情報を求め、解体作業計
画データに対して解体済み部分の情報を入力することにより解体作業計画に対する解体作
業進捗度を算出し、算出した解体作業進捗度情報を表示部１３に表示して解体管理者に提
供する情報処理機能を備える。
【００１４】
　前記解体作業計画データは、解体対象機器（解体部分）の情報のほかに作業手順や注意
事項、必要に応じて、解体作業に使用する養生設備や作業足場の設置や後片付けに関する
作業内容、その他の参考情報なども組み入れる。
【００１５】
　図２は、前記解体作業工程表データに盛り込まれる情報を例示する作業工程情報テーブ
ルである。
【００１６】
　この解体作業工程表データは、解体対象設備の３次元ＣＡＤデータに解体対象部分と解
体作業内容を示すデータを入力して作成して作成した解体３次元ＣＡＤデータに対応させ
て、解体設備（解体対象機器、解体部分）毎にＣＡＤデータ番号、重量・体積、放射線汚
染レベル、解体作業日、作業の種類、作業工数、準備作業（設置・撤去）、留意事項、作
業終了などのデータ項目を組み合わせて作成する。ここで、養生設備と作業足場の撤去情
報については、これらを撤去した後に「×」印を「○」印に変更する情報入力を携帯端末
２から行うように構成する。
【００１７】
　前記携帯端末２は、携帯型のタブレット入力式パーソナルコンピュータなどにより構成
するものであり、演算処理部２１，入力部２２，表示部２３，記憶部２４，通信処理部２
５などを備える。
【００１８】
　前記演算処理部２１は、入力部２２から入力される情報に従って、
前記解体管理情報処理装置１から解体作業日（当日または複数日分または全工程分）の解
体作業計画データを前記通信処理部２５を介して受信して前記記憶部２４に記憶させて保
持し、前記記憶部２４から解体作業当日の解体作業計画データを読み出して前記表示部２
３に表示して作業者に提供し、
解体作業当日の解体作業終了後に解体作業後の解体作業現場（解体作業部分）を電子カメ
ラ３で撮影した解体現場撮影画像データを該電子カメラ３から受信して前記記憶部２４に
記憶させて保持し、保持した解体現場撮影画像データを通信処理部２５を介して前記解体
管理情報処理装置１に送信する情報処理機能を備える。
【００１９】
　前記電子カメラ３は、制御処理部３１と入力部３２と撮像部３３と記憶部３４と通信処
理部３５を備える。
【００２０】
　前記制御処理部３１は、入力部３２から入力される情報に従って、撮像部３３を制御す
ることにより解体作業現場（解体作業部分）を撮影して解体現場撮影画像データを取得し
て記憶部３４に記憶させて保持し、保持した解体現場撮影画像データを通信処理部３５を
介して前記携帯端末２に送信する情報処理機能を備える。
【００２１】
　この設備解体作業管理支援システムは、次のように稼動させる。
【００２２】
　まず、解体管理情報処理装置１において、解体対象設備の３次元ＣＡＤデータを作成ま
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たは他の情報処理装置から取得して記憶部１４に記憶させて保持し、この解体対象設備に
設置されている解体対象機器に対する解体作業計画データ（３次元ＣＡＤデータに解体作
業図示データを追加して作成した解体３次元ＣＡＤデータと解体作業工程表データ）を作
成して記憶部１４に記憶させて保持する。
【００２３】
　次に、携帯端末２において、管理情報処理装置１から解体作業計画データを取得して記
憶部２４に記憶させて保持する。取得する解体作業計画データは、作業当日分，複数日分
または全工程分とする。
【００２４】
　そして、解体作業に当たっては、解体作業計画データを保持した携帯端末２を操作して
、作業当日の解体作業計画データを表示部２３に表示させる。表示部２３に表示する解体
作業計画データは、解体３次元ＣＡＤデータを使用して解体対象設備を解体３次元ＣＡＤ
立体画像で表示して解体作業者に解体対象機器と解体部分と共に解体作業内容などを指示
する内容とする。この指示のための表示画像は、具体的には、例えば、周辺の機器と解体
対象機器を識別することができるように解体対象機器の表示形態を変え、更に、解体して
撤去する部分を色付けするようにして行う。また、作業手順や注意事項、解体作業に使用
する養生設備や作業足場の設置や後片付けする作業内容、その他の参考情報、選択入力ボ
タンなどを、文字により、解体３次元立体画像に重畳させ、または画面分割して表示する
ようにする。
【００２５】
　解体作業者は、携帯端末２の表示部２３に表示された解体対象設備と解体対象機器の解
体３次元ＣＡＤ立体画像を参照して相応する解体作業現場に赴き、電子カメラ３を使用し
て解体対象機器を撮影し、撮影して取得した解体対象機器の撮影画像データを解体ＣＡＤ
立体画像に重畳表示してその合致の度合いから解体対象機器を確認し、解体作業内容を確
認する。このときの解体３次元ＣＡＤ立体画像は、電子カメラ３の位置と向きの情報に基
づいて該電子カメラ３が撮影する撮影画像と同様な形態の画像形態で表示することにより
、解体３次元ＣＡＤ立体画像と撮影画像の照合を容易にする。
【００２６】
　図３は、解体対象設備に設置されている解体対象機器４と解体作業内容を携帯端末２の
表示部２３に表示した表示画像を例示している。
【００２７】
　ここに例示した表示画像は、解体対象機器４の解体３次元ＣＡＤデータを使用して表示
した解体対象機器画像４ａと、解体部分４ａ１（「解体撤去部分」）と解体作業（「切断
線」）と注意情報（「解体禁止」）を表示している。
【００２８】
　解体作業者は、この表示画像と解体対象機器４を参照して解体作業内容を確認し、解体
作業を実行する。
【００２９】
　解体作業終了後に、解体作業者は、電子カメラ３を使用して解体作業現場（解体対象機
器４）を撮影し、解体現場撮影画像データとして携帯端末２に送信させる。そして、携帯
端末２の表示部２３に撮影画像を表示させると共に解体３次元ＣＡＤデータを使用して解
体対象機器４の解体３次元ＣＡＤ立体画像を破線表示形態で撮影画像に重畳して表示させ
、解体作業が解体作業計画通りに終了していることを確認する。
【００３０】
　図４は、解体作業終了後の解体対象機器４（切断解体部分４１）と携帯端末２の表示部
２３に表示した表示画像を例示している。
【００３１】
　ここに例示した表示画像は、解体対象機器４の解体３次元ＣＡＤデータを使用して表示
した解体対象機器画像４ａの解体部分を破線画像４ａ２で表示している。
【００３２】
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　その後、解体作業者は、携帯端末２を操作して解体作業終了後の解体現場撮影画像デー
タを携帯端末２から解体管理情報処理装置１に送信させる。
【００３３】
　解体作業後の解体現場撮影画像データを受信した解体管理情報処理装置１は、解体現場
撮影画像データを解析して解体対象設備の解体３次元ＣＡＤデータと照合し、解体作業計
画データ（解体作業工程表データ）における該当作業日の解体作業計画データに完了情報
を入力する。
【００３４】
　なお、解体作業現場を撮影する電子カメラ３の位置と向きの情報は、図示説明は省略す
るが、解体作業現場の複数の位置に位置データコード票を貼付しておき、現場撮影画像に
写り込んだ位置データコード票の写り込み位置から３次元ＣＡＤデータを参照して算出す
るように構成する。このような技法は、具体的には、例えば、特願２００７－１４６８２
４号の明細書及び図面に記載されている。
【００３５】
　解体管理情報処理装置１は、入力部１２からの入力情報に従って、解体作業計画データ
の全工程における解体作業当日までの完了情報を参照することにより、解体作業全工程に
対する解体作業の進捗状況を次式により算出して提供（表示）する。
解体対象機器の解体作業進捗度（％）＝
（解体済み部分の解体３次元ＣＡＤデータ量／解体対象機器の解体３次元ＣＡＤデータ量
）×１００
　ここで、解体３次元ＣＡＤデータ量は、重量及び／又は体積及び／又は作業工数とする
。
解体対象設備全体の解体作業進捗度（％）＝
（解体済み部分の解体３次元ＣＡＤデータ量／解体対象設備全体の解体３次元ＣＡＤデー
タ量）×１００
　ここで、解体３次元ＣＡＤデータ量は、重量及び／又は体積及び／又は作業工数とする
。
【００３６】
　養生設備や作業足場は、３次元ＣＡＤデータ化して立体画像として表示するようにして
も良いが、表示画像が複雑になることから、これらの設置と撤去を文字情報として表示し
、「設置済み」，「撤去済み」を携帯端末２から選択入力するようにするのが実用的であ
る。また、解体部分（切断撤去部分）の廃棄作業についても、同様に、文字情報として表
示し、「廃棄済み」を選択入力するようにするのが実用的である。
【００３７】
　次に、このような解体管理支援を実現するために好適な解体管理情報処理装置１，携帯
端末２，電子カメラ３が備える情報処理機能を説明する。
【００３８】
　図５は、解体管理情報処理装置１の演算処理部１１が実行する情報処理のフローチャー
トである。
【００３９】
　ステップＳ１１０１
　入力部１２からの入力情報に従って、解体対象設備の３次元ＣＡＤデータを作成または
他の情報処理装置から取得して記憶部１４に記憶させて保持する。
【００４０】
　ステップＳ１１０２
　入力部１２からの入力情報に従って、解体対象設備における解体対象機器４の解体作業
計画データ（解体対象設備の３次元ＣＡＤデータにおける解体対象機器に解体部分表示デ
ータを追加した解体３次元ＣＡＤデータと解体作業工程表データ（図２参照）の組み合わ
せ）を作成して記憶部１４に記憶させて保持する。
【００４１】
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　ステップＳ１１０３
　入力部１２からの入力情報に従って、解体作業計画データを通信処理部１５を介して携
帯端末２に送信する。
ステップＳ１１０４
　入力部１２からの入力情報に従って、通信端末２から通信処理部１５を介して解体作業
終了後の解体現場撮影画像データを受信して記憶部１４に記憶して保持する。
【００４２】
　ステップＳ１１０５
　入力部１２からの入力情報に従って、解体対象設備の解体３次元ＣＡＤデータと解体現
場撮影画像データの差分（解体済み部分）を画像処理によって解析する。この画像処理は
、解体作業日に受信した解体作業終了後の解体現場撮影画像データを２値化して解体３次
元ＣＡＤデータに対応する形態の解体３次元実体データに変換し、解体作業前の解体３次
元ＣＡＤデータから解体作業終了後の解体３次元実体データを差し引いて差分を算出する
ようにして行う。
【００４３】
　ステップＳ１１０６
　入力部１２からの入力情報に従って、解体３次元ＣＡＤデータにおける解体済み部分を
破線データに変更し、解体作業工程表データにおける解体作業終了工程項目に終了情報を
入力する。
【００４４】
　ステップＳ１１０７
　入力部１２からの入力情報に従って、解体済み部分に関する重量（及び／又は、体積、
工数）を算出し、解体作業進捗度を算出して表示部１３に表示する。
【００４５】
　図６は、携帯端末２の演算処理部２１が実行する情報処理のフローチャートである。
【００４６】
　ステップＳ２１０１
　入力部２２からの入力情報に従って、解体管理情報処理装置１から通信処理部２５を介
して解体作業計画データを受信して記憶部２４に記憶させて保持する。
【００４７】
　ステップＳ２１０２
　入力部２２からの入力情報に従って、解体作業当日の解体作業計画データを記憶部２４
から読み出して表示部２３に作業指示画像として画像表示する（図３参照）。
【００４８】
　ステップＳ２１０３
　入力部２２からの入力情報に従って、電子カメラ３から解体対象設備を撮影した現場撮
影画像データを受信し、受信した現場撮影画像データを表示部２３に前記解体作業計画デ
ータの解体対象設備の解体３次元ＣＡＤ立体画像と重畳させて表示する。そこで、解体作
業者が解体作業現場に移動して電子カメラ３を解体対象機器４に向けることにより、解体
３次元ＣＡＤ立体画像と撮影画像が整合することにより、解体作業者に解体対象機器４と
解体作業内容を確認するための情報の提供を実現する。
【００４９】
　解体作業者は、解体対象機器４に対して指示された解体作業を行い、解体作業当日の作
業が終了すると、電子カメラ３を操作して解体作業終了後の解体作業現場（解体対象機器
４）を撮影させ、解体現場撮影画像データを携帯端末２に送信させる。
【００５０】
　ステップＳ２１０４
　電子カメラ３から送信される解体現場撮影画像データを受信して記憶部２４に記憶して
保持する。
【００５１】
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　ステップＳ２１０５
　電子カメラ３から受信した解体現場撮影画像データを前記解体作業計画データの解体対
象設備の解体３次元ＣＡＤ立体画像と重畳させて表示する。解体作業者は、この表示画像
を目視することにより、解体作業計画と実施した解体作業の整合性を確認することが可能
となる。
【００５２】
　ステップＳ２１０６
　入力部２４からの入力情報に従って、記憶部２４に保持している解体作業当日の解体作
業終了後の解体現場撮影画像データを解体管理情報処理装置１に送信する。
【００５３】
　図７は、電子カメラ３の制御処理部３１が実行する制御処理のフローチャートである。
【００５４】
　ステップＳ３１０１
　入力部３２からの入力情報に従って、撮像部３３を制御して現場撮影画像データを取得
して記憶部３４に記憶して保持し、携帯端末２に送信する。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】実施例１の設備解体作業管理支援システムの機能ブロック図である。
【図２】実施例１における解体作業工程表データに盛り込まれる情報を例示する作業工程
情報テーブルである。
【図３】実施例１における解体対象設備に設置されている解体対象機器と解体作業内容を
携帯端末の表示部に表示した表示画像を例示する模式図である。
【図４】実施例１における解体作業終了後の解体対象機器と携帯端末の表示部に表示した
表示画像を例示する模式図である。
【図５】実施例１における解体管理情報処理装置の演算処理部が実行する情報処理のフロ
ーチャートである。
【図６】実施例１における携帯端末の演算処理部が実行する情報処理のフローチャートで
ある。
【図７】実施例１における電子カメラの制御処理部が実行する制御処理のフローチャート
である。
【符号の説明】
【００５６】
　１…解体管理情報処理装置、１１…演算処理部、２…携帯端末、２１…演算処理部、３
…電子カメラ、３１…制御処理部、３３…撮像部。



(10) JP 2009-210403 A 2009.9.17

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】



(11) JP 2009-210403 A 2009.9.17

【図６】

【図７】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

